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1 ) 水平型 BSSC 能力に関する測定評価法の考案と妥当性の検討（研究課題Ⅰ） 









しており，この条件における RLJ index と跳躍種目の競技成績との間にのみ有意に高い相関関係が認め
られた．これらのことから，シニアレベルの男子跳躍選手を対象にした場合には，0.1 m の台上から着
地距離を 3 m に設定して行う試技の RLJ test が，水平型 BSSC 能力の測定評価法として妥当であること
が示唆された．  
 
2 ) RLJ index を決定する踏切に関する技術的要因（研究課題Ⅱ） 




進し RLJ index を高める踏切技術は，接地前の空中局面における身体の回転挙動とともに，振込脚にお
ける先取り動作と予備動作が重要であることが認められた．さらに，引き続く踏切接地中における下肢
のセグメントの回転序列とそれを生み出す下肢の筋力・パワー発揮特性が重要であることが認められた． 
 本論文では水平型 BSSC 能力を測定評価するための新たなテスト法である RLJ test とその評価指数で
ある RLJ index を考案するとともに，その有効性について検討し，新しいトレーニングアセスメント法















平成 26 年 1 月 24 日の学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明を求
めるとともに，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った．その結果，審査委員全員が合格
と判定した．よって，著者は博士（コーチング学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認め
る． 
